
バナナの叩き売り 

 

バナナが日本に伝わったのは 1903年。その 8年前には、日本統治下にあった台湾から門司への最

初の出荷があった。門司は台湾に近かったため、1908 年に始まった大規模な輸入は第二次世界

大戦末期（1939～1945 年）まで途切れることなく続いた。 

 

数十の卸売業者や倉庫オーナーがバナナの人気に乗じて門司で販売を始めた。冷蔵輸送が始まる

前、バナナはまだ青い未熟な状態で輸送されていた。販売業者は商品を貯蔵庫に保管し、果実を

自然に熟成させ、魅力的な黄色になったところで販売した。 

 

バナナは輸送中、やむを得ず傷ついてしまったり、熟すのがあまりにも早すぎて、到着したときには熟れ

すぎてしまうものもあった。これらは売ることができないため、加工食材にされることが多かった。しかし、

傷んだバナナや熟しすぎたバナナを手っ取り早く処理する最善の方法は、切り売りで路上販売するこ

とだった。バナナ売りは、セリ半分、歌半分という独特の売り文句を編み出し、テーブルを叩きながらそ

れを伝えることで時間を守り、客を引き付けた。言語、リズム、フレーズの起源は不明だが、古い軍歌

にインスパイアされた歌もあると考えられている。その評判は瞬く間に日本中に広まり、「バナナのたた

き売り」は門司と結びついていった。 

 

バナナブームとバブル 

昭和初期（1926 年～1989 年）になると、門司は路上販売のブームに巻き込まれた。この最盛

期には、何人もの売り子たちが、最も気が利いて、最も声が大きく、最も成功した売り子であることを

競い合った。水辺から桟橋通りまで、売り手達は叫び声を上げ、値切り交渉をノンストップで繰り広

げた。バナナ商人たちは、最もキャッチーで効果的な売り文句を開発しようと競い合い、売り文句はま

すます独創的になっていった。悲しいことに、第二次世界大戦に巻き込まれると、バナナの取引は姿

を消し、門司のイエロー・ゴールド・ラッシュは終わりを告げた。 

 

門司港駅近くにはバナナ貿易の栄華を偲ぶ記念碑が建っているが、バナナのたたき売りは現在も r

旅行者の注意を引かんとして行われている。土曜日と日曜日の午後 1 時から、門司港レトロの歴

史地区に 1人または数人の売り子が集まり、売り切れるまでバナナを売り歩く。バナナ叩き売りのパフ

ォーマンスはとてもインタラクティブで、観客は売り子と談笑し、納得のいく値段を交渉する。 
 


